
　

材
木
座
公
会
堂
が
今
年
築

　

材
木
座
公
会
堂
が
今
年
築

１
０
０
年
を
迎
え
る
の
を
記

１
０
０
年
を
迎
え
る
の
を
記

念
し
て
材
木
座
自
治
連
合
会

念
し
て
材
木
座
自
治
連
合
会

（
渡
辺
英
昭
会
長
）
が
『
材

（
渡
辺
英
昭
会
長
）
が
『
材

木
座
郷
土
誌
』
を
７
月
下

木
座
郷
土
誌
』
を
７
月
下

旬
、
発
行
し
た
。

旬
、
発
行
し
た
。

　

老
朽
化
し
た
公
会
堂
の

　

老
朽
化
し
た
公
会
堂
の

「
建
て
替
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク

「
建
て
替
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
２
０
１
５
年

ト
」
が
２
０
１
５
年
1111
月
に
月
に

発
足
し
、
大
規
模
改
修
を
含

発
足
し
、
大
規
模
改
修
を
含

む
建
て
替
え
に
つ
い
て
の
検

む
建
て
替
え
に
つ
い
て
の
検

討
を
進
め
る
中
で
、
住
民
の

討
を
進
め
る
中
で
、
住
民
の

理
解
と
協
力

理
解
と
協
力

を
得
る
た
め

を
得
る
た
め

に
は
、
公
会

に
は
、
公
会

堂
が
建
設
さ

堂
が
建
設
さ

れ
た
由
来
や

れ
た
由
来
や

地
域
の
変
遷

地
域
の
変
遷

を
広
く
知
っ

を
広
く
知
っ

て
も
ら
い
、

て
も
ら
い
、

住
ん
で
い
る

住
ん
で
い
る

こ
と
に
誇
り

こ
と
に
誇
り

を
持
っ
て
も

を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が

ら
う
こ
と
が

大
切
で
あ
る

大
切
で
あ
る

元
在
住
で
鎌
倉
市
立
第
一
中

元
在
住
で
鎌
倉
市
立
第
一
中

学
校
長
だ
っ
た
故
小
松
原
利

学
校
長
だ
っ
た
故
小
松
原
利

一
さ
ん
が
同
公
会
堂
で
行
っ

一
さ
ん
が
同
公
会
堂
で
行
っ

た
講
座
内
容
を
ま
と
め
た

た
講
座
内
容
を
ま
と
め
た

「
材
木
座
郷
土
誌
第
１
集
」

「
材
木
座
郷
土
誌
第
１
集
」

（
２
０
１
０
年
発
行
）
と
補

（
２
０
１
０
年
発
行
）
と
補

遺
講
座
の
第
２
集
を
１
冊
の

遺
講
座
の
第
２
集
を
１
冊
の

本
に
ま
と
め
た
も
の
。
昨
年

本
に
ま
と
め
た
も
の
。
昨
年

６
月
、
同
自
連
・
渡
辺
会
長

６
月
、
同
自
連
・
渡
辺
会
長

の
呼
び
か
け
で
７
人
の
編
集

の
呼
び
か
け
で
７
人
の
編
集

委
員
会
を
構
成
し
、
第
１
集

委
員
会
を
構
成
し
、
第
１
集

か
ら
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た

か
ら
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た

齋
藤
彰
さ
ん
を
編
集
長
に
作

齋
藤
彰
さ
ん
を
編
集
長
に
作

業
を
進
め
た
。

業
を
進
め
た
。

　

原
稿
は
な
る
べ
く
元
の
も

　

原
稿
は
な
る
べ
く
元
の
も

の
を
活
か
し
、
材
木
座
の
歴

の
を
活
か
し
、
材
木
座
の
歴

史
・
自
然
・
産
業
・
社
寺
、

史
・
自
然
・
産
業
・
社
寺
、

生
活
・
文
化
の
５
章
に
分
類

生
活
・
文
化
の
５
章
に
分
類

し
た
。
写
真
に
つ
い
て
は
鎌

し
た
。
写
真
に
つ
い
て
は
鎌

倉
市
中
央
図
書
館
な
ど
の
協

倉
市
中
央
図
書
館
な
ど
の
協

力
で
よ
り
鮮
明
で
新
し
い
も

力
で
よ
り
鮮
明
で
新
し
い
も

の
に
差
し
替
え
、
航
空
写
真

の
に
差
し
替
え
、
航
空
写
真

も
入
れ
た
。

も
入
れ
た
。

　

日
本
最
古
の
築
港
・
和
賀

　

日
本
最
古
の
築
港
・
和
賀

江
島
の
由
来
、
地
形
や
災

江
島
の
由
来
、
地
形
や
災

害
、
シ
ラ
ス
漁
や
鱗
供
養
、

害
、
シ
ラ
ス
漁
や
鱗
供
養
、

光
明
寺
、
五
所
神
社
な
ど
の

光
明
寺
、
五
所
神
社
な
ど
の

社
寺
、
別
荘
、
材
木
座
発
祥

社
寺
、
別
荘
、
材
木
座
発
祥

の
桜（
桐
ケ
谷
・
普
賢
象
）、

の
桜（
桐
ケ
谷
・
普
賢
象
）、

行
事
や
子
ど
も
の
遊
び
、
天

行
事
や
子
ど
も
の
遊
び
、
天

王
唄
や
小
中
学
校
校
歌
、
地

王
唄
や
小
中
学
校
校
歌
、
地

域
振
興
に
尽
力
し
た
人
々
な

域
振
興
に
尽
力
し
た
人
々
な

ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

戦
前
（
昭
和

　

戦
前
（
昭
和
1010
年
代
）
の

年
代
）
の

材
木
座
の
街
並
み
図
や
、
１

材
木
座
の
街
並
み
図
や
、
１

９
１
８
年
（
大
正
７
）
に
落

９
１
８
年
（
大
正
７
）
に
落

成
し
た
公
会
堂
が
当
時
の
町

成
し
た
公
会
堂
が
当
時
の
町

民
の
寄
付
金
で
建
て
ら
れ
た

民
の
寄
付
金
で
建
て
ら
れ
た

こ
と
を
証
す
墨
書
し
た
表
板

こ
と
を
証
す
墨
書
し
た
表
板

の
写
真
も
載
っ
て
い
る
。

の
写
真
も
載
っ
て
い
る
。

　

発
行
部
数
は
３
０
０
０
部

　

発
行
部
数
は
３
０
０
０
部

で
、
材
木
座
自
治
連
合
会
加

で
、
材
木
座
自
治
連
合
会
加

盟
の
盟
の
1111
自
治
会
・
２
２
０
０

自
治
会
・
２
２
０
０

世
帯
に
配
布
さ
れ
る
。
市
内

世
帯
に
配
布
さ
れ
る
。
市
内

の
書
店
で
も
販
売
。
１
５
０

の
書
店
で
も
販
売
。
１
５
０

０
円
（
税
別
）
冬
花
社
刊
☎

０
円
（
税
別
）
冬
花
社
刊
☎

０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
2323
・
９
９
７
３

・
９
９
７
３

　

紫
陽
花
も
終
わ
っ
て
混
雑

　

紫
陽
花
も
終
わ
っ
て
混
雑

も
ひ
と
息
の
鎌
倉
は
輝
く
夏

も
ひ
と
息
の
鎌
倉
は
輝
く
夏

の
海
へ
と
季
節
は
展
開
し
ま

の
海
へ
と
季
節
は
展
開
し
ま

す
。
三
方
が
緑
に
囲
ま
れ
南

す
。
三
方
が
緑
に
囲
ま
れ
南

に
輝
く
海
が
開
け
る
鎌
倉
は

に
輝
く
海
が
開
け
る
鎌
倉
は

自
然
と
の
調
和
が
よ
く
古
来

自
然
と
の
調
和
が
よ
く
古
来

よ
り
人
々
が
絶
え
間
な
く
往

よ
り
人
々
が
絶
え
間
な
く
往

来
す
る
都
市
で
あ
る
こ
と
が

来
す
る
都
市
で
あ
る
こ
と
が

頷
け
ま
す
。

頷
け
ま
す
。

　

長
谷
観
音
は
地
名
の
由
来

　

長
谷
観
音
は
地
名
の
由
来

に
も
な
る
も
の
で
、

に
も
な
る
も
の
で
、
大や

ま
と

や
ま
と和

（
奈
良
）長
谷
寺
と
と
も
に
日

（
奈
良
）長
谷
寺
と
と
も
に
日

本
の
観
音
信
仰
の
メ
ッ
カ
と

本
の
観
音
信
仰
の
メ
ッ
カ
と

な
っ
て
い
る
古
刹
で
す
。
寺

な
っ
て
い
る
古
刹
で
す
。
寺

伝
に
よ
れ
ば
７
３
６
年（
天

伝
に
よ
れ
ば
７
３
６
年（
天

平
８
）の
開
創
で
、
大
和
長

平
８
）の
開
創
で
、
大
和
長

谷
寺
の
本
尊
と
同
じ
ク
ス
ノ

谷
寺
の
本
尊
と
同
じ
ク
ス
ノ

キ
の
霊
木
か
ら
十
一
面
観
音

キ
の
霊
木
か
ら
十
一
面
観
音

像
は
造
立
さ
れ
、
海
を
渡
り

像
は
造
立
さ
れ
、
海
を
渡
り

相
模
国
へ
流
着
し
た
霊
験
仏

相
模
国
へ
流
着
し
た
霊
験
仏

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
今
回
の
「

　

さ
て
今
回
の
「
御み

仏ほ
と
け

ほ
と
け

」
は
」
は

そ
ん
な

そ
ん
な
霊れ

い
げ
ん

れ
い
げ
ん験
あ
ら
た
か
な
長

あ
ら
た
か
な
長

谷
観
音
が
三
十
三
に

谷
観
音
が
三
十
三
に

身
を
変
現
し
て
衆
生

身
を
変
現
し
て
衆
生

済
度
す
る
姿
を
あ
ら

済
度
す
る
姿
を
あ
ら

わ
し
た
「
三
十
三
応

わ
し
た
「
三
十
三
応

現
身
立
像
」
で
す
。

現
身
立
像
」
で
す
。

観
音
経
に
説
か
れ
る

観
音
経
に
説
か
れ
る

功
徳
は
、
観
音
さ
ま

功
徳
は
、
観
音
さ
ま

が
三
十
三
種
に
身
を

が
三
十
三
種
に
身
を

変
え
て
衆
生
を
救
わ

変
え
て
衆
生
を
救
わ

ん
が
た
め
に
娑
婆
世

ん
が
た
め
に
娑
婆
世

界
に
来
ら
れ
た
姿
で
あ
り
ま

界
に
来
ら
れ
た
姿
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
威
容
は
実
に
バ
ラ

す
。
そ
の
威
容
は
実
に
バ
ラ

エ
テ
イ
ー
豊
か
で
す
が
、
そ

エ
テ
イ
ー
豊
か
で
す
が
、
そ

れ
も
そ
う
で
す
。「
人
を
見

れ
も
そ
う
で
す
。「
人
を
見

て
法
を
説
け
」、と
仏
陀
が
説

て
法
を
説
け
」、と
仏
陀
が
説

か
れ
る
よ
う
に
、

か
れ
る
よ
う
に
、
衆し

ゅ
し
ゅ

生じ
ょ
う

じ
ょ
う

済さ
い
さ
い

度ど

（
救
う
）す
る
た
め
に
は
、
い

（
救
う
）す
る
た
め
に
は
、
い

つ
の
時
代
も
そ
う
で
す
が
、

つ
の
時
代
も
そ
う
で
す
が
、

素
直
な
人
も
い
れ
ば
、
一
癖

素
直
な
人
も
い
れ
ば
、
一
癖

二
癖
あ
る
人
も
い
ま
す
の

二
癖
あ
る
人
も
い
ま
す
の

で
、
観
音
さ
ま
は
相
手
の
身

で
、
観
音
さ
ま
は
相
手
の
身

に
な
っ
て
の
姿
を
と
っ
て
お

に
な
っ
て
の
姿
を
と
っ
て
お

ら
れ
る
の
で
す
。

ら
れ
る
の
で
す
。

　

そ
の
三
十
三
現
身
の
ひ
と

　

そ
の
三
十
三
現
身
の
ひ
と

つ
阿
修
羅
身
は
人
間
が
常
に

つ
阿
修
羅
身
は
人
間
が
常
に

腹
を
立
て
て
い
る
存
在
で
、

腹
を
立
て
て
い
る
存
在
で
、

修
羅
場
と
よ
く
い
わ
れ
る
よ

修
羅
場
と
よ
く
い
わ
れ
る
よ

う
に
争
い
や

う
に
争
い
や
戦い

く
さ

い
く
さ

の
絶
え
な
い

の
絶
え
な
い

恐
ろ
し
い
世
界
の
鬼
神
で
あ

恐
ろ
し
い
世
界
の
鬼
神
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
容
姿
は
三
面

り
ま
す
。
そ
の
容
姿
は
三
面

六
臂
の
険
し
い
表
情
で
は
あ

六
臂
の
険
し
い
表
情
で
は
あ

り
ま
す
が
、
お
顔
は
人
々
の

り
ま
す
が
、
お
顔
は
人
々
の

危
機
や
苦
悩
を
救
う
べ
く
う

危
機
や
苦
悩
を
救
う
べ
く
う

ち
づ
け
ら
れ
た
慈
悲
の
表
情

ち
づ
け
ら
れ
た
慈
悲
の
表
情

に
も
受
け
と
め
ら
れ
ま
す
。

に
も
受
け
と
め
ら
れ
ま
す
。

　

寄
木
造
。
玉
眼
。
漆
お
よ

　

寄
木
造
。
玉
眼
。
漆
お
よ

び
彩
色
。
像
高

び
彩
色
。
像
高
9494
・
５
㎝
〜

・
５
㎝
〜

１
０
８
・
６
㎝
。
室
町
時

１
０
８
・
６
㎝
。
室
町
時

代
。
拝
観
は
観
音
ミ
ュ
ー
ジ

代
。
拝
観
は
観
音
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
（
別
途
拝
観
料
）
。

ア
ム
（
別
途
拝
観
料
）
。

　

▼

　

▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
ぼ
ん
ぼ

鶴
岡
八
幡
宮
の
ぼ
ん
ぼ

り
祭
り
祭　

６
〜
９
日
。
６
日

　

６
〜
９
日
。
６
日
1515

時
、
夏
越
祭
。

時
、
夏
越
祭
。
1717
時
、
俳
句

時
、
俳
句

会
。
７
日

会
。
７
日
1717
時
、
立
秋
祭
。

時
、
立
秋
祭
。

９
日
９
日
1010
時
、
実
朝
祭
。
正

時
、
実
朝
祭
。
正

午
、
短
歌
会
。

午
、
短
歌
会
。

　

▼

　

▼
黒
地
蔵
縁
日

黒
地
蔵
縁
日　

1010
日
０
日
０

時
〜
正
午
、
覚
園
寺
。

時
〜
正
午
、
覚
園
寺
。

　

▼

　

▼
四
万
六
千
日
詣
り

四
万
六
千
日
詣
り
1010
日

杉
本
寺
、長
谷
寺
、安
養
院
。

杉
本
寺
、長
谷
寺
、安
養
院
。

　

▼

　

▼
閻
魔
縁
日

閻
魔
縁
日　

1616
日
山
ノ

日
山
ノ

内
の
円
応
寺
。
非
公
開
。

内
の
円
応
寺
。
非
公
開
。

　

▼

　

▼
鎖
大
師
の
施
餓
鬼
法
要

鎖
大
師
の
施
餓
鬼
法
要

　

1616
日
1010
〜
1616
時
本
尊
ご
開

時
本
尊
ご
開

帳
。
帳
。
1414
時
、
法
要
。
手
広
の

時
、
法
要
。
手
広
の

青
蓮
寺
。

青
蓮
寺
。

　

▼

　

▼
鵠
沼
皇
大
神
宮
（
烏
森

鵠
沼
皇
大
神
宮
（
烏
森

神
社
）
例
大
祭　

神
社
）
例
大
祭　

1717
日
人
形

日
人
形

山
車
。　

山
車
。　

　

▼

　

▼
鎌
倉
宮
例
祭

鎌
倉
宮
例
祭　

1919
日
1616

時
、
前
夜
祭
。

時
、
前
夜
祭
。
2020
日
1010
時
、
時
、

例
祭
。

例
祭
。
2121
日
1010
時
、後
鎮
祭
。

時
、後
鎮
祭
。

　

▼

　

▼
玉
縄
首
塚
慰
霊
祭

玉
縄
首
塚
慰
霊
祭　

1919

日
1818
時
、提
灯
点
灯
。夕
方
、

時
、提
灯
点
灯
。夕
方
、

玉
縄
首
塚
で
墓
前
法
要
。

玉
縄
首
塚
で
墓
前
法
要
。

　

▼

　

▼
片
瀬
諏
訪
神
社
例
大
祭

片
瀬
諏
訪
神
社
例
大
祭

　

2727
日
神
輿
や
山
車
。

日
神
輿
や
山
車
。

　

ロ
シ
ア
で
開
催
さ

　

ロ
シ
ア
で
開
催
さ

れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
は
現
地
観
戦
を

プ
で
は
現
地
観
戦
を

し
た
日
本
人
だ
け
で

し
た
日
本
人
だ
け
で

な
く
外
国
人
も
一
緒

な
く
外
国
人
も
一
緒

に
ゴ
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